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＜連絡事項＞
・特記事項なし。
＜患者様連絡事項＞
・安達　貴浩様～スミルスチック1本処方となっている。
・細越　勝男様～全身浮腫、尿量の低下見られている事で、田名部Dr報告。7/17朝～フロセミド（20）1T/1×5日分処方となる。
・玉岡　公子様～15：00より面談実施し7/17　10：00退院予定となる。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・澤村　彬様～午前・午後各1時間の解放観察中。開放前のドア蹴り頻回にあり。開放後は入浴し、ホールにて書き物して過ごしている。抵抗無く入室する。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・立花　圭様～時間隔離中（20時～6時）。幻聴に関した訴えや易怒性無く穏やかに過ごす。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・見付　幸一様～身体拘束中。ミトンを凝視している事や、顔に触れようと体勢を変えている事があり、見守り、介入している。左上肢の浮腫軽度見られており、経過観察中。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・大久保　すい様～身体拘束中。被毒妄想なくエンシュア・食事摂取出来ている。危険行為なく経過。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者情報＞
・野田　裕樹様～入浴に関する訴えあるが、説明に対ししつこさ無く応じる。表情冴えな
いが不調の訴えはない。引き続き、スタッフや他者への粗暴行為のないよう、介入していく。
・高柳　和子様～ニヤツキあり、ホール内徘徊している。男性患者様の部屋に入ったりする事はない。引き続き、所在確認を徹底し、トラブルに注意していく。
・小笠原　久年様～自室内臥床し、大声で叫んだり幻聴に左右された発言なく過ごされている。女性患者さんとの過度な関わり見られず。引き続き、症状の観察を行い、粗暴行為のない様、介入していく。
・小澤　和子様～鼻汁・咽頭痛あるも、バイタルサイン異常無し。食事も全量摂取出来ている。引き続き、風邪症状の観察を行っていく。
・工藤　恭子様～腹臥位にて休まれてるため仰臥位となるよう声かけるが体動困難のため
介助している。体温３７．０℃体熱感はない。引き続き、風邪症状の観察
を行っていく。
・石橋　佐太史様～自ら服薬に来ており吐薬なく、対面時は穏やか。昼食後、布団を被り臥床している事がある。引き続き、服薬状況や睡眠状況の観察を行っていく。
・野田　敏治様～午前中、青陽館の体験利用に行っているが、トイレに30分こもっており、殆ど参加できていなかったとの事。帰院後、外ズックのままで過ごし、声掛けでサンダルに履き替えている。対面時の素っ気無さが見られる。引き続き、症状や、活動状況、睡眠状況の観察を行っていく。
＜馬渡Dr診察情報＞
・寺井　恵利子様～アリピプラゾール（6）1T　1×夕食後へ追加となり3日分処方。
上記含めその他も同内容で19日より5日分処方となる。
・村山　京子様～弟嫁様がどの程度本人退院後とかかわりを持てるのか、持てないよ
うであればどういったサービスを使用していくのか、施設も検討す
ることで確認するようにとの事。明日より抑肝散追加となり7日分
処方となる。
＜入院患者情報＞
日　時：令和1年7月16日　13：04

　氏　名：澤田　七太郎（さわだ　しちたろう）様

生年月日：昭和3年8月17日　90歳

病　　名：適応障害

性　　別：男性

　主治医：深澤Dr

入院形態：医療保護入院

病　　棟：東病棟Aユニット

　

(経過）

　若い頃より些細なことで妻から罵声を浴びせられることがあり、対応に苦慮していた。妻と大喧嘩して近くにあった机を蹴るなどの行動はあったが、他には粗暴的になる事はなかった。H28年妻との関係の中で抑うつ感・不安感・不眠・情動行為等の症状が出現し、認知機能の低下や抑うつ感が持続していたことからH29年2月28日に青南病院受診している。不安や抑うつ症状を伴う適応障害として治療の必要性はなく終診。飲酒して暴言、娘に対しての被害妄想からくる暴言で関係の悪化、独居生活が難しくH30年10月高齢者向けサービス付き住宅「悠湯の里」へ入居。その後も十分な年金を受給していても貯えがないと不安を強くしたり、ケアマネにお金をとられたと罵声を浴びせていた。同事業所が警察へ被害届を出すも認知症のために受理されずに専門医への受診を勧められていた。6月にケアマネ交代の後も前任ケアマネに被害妄想や攻撃性は持続していた。精神症状の精査や治療のため、令和1年7月16日　13：04東病棟Cユニットへ医療保護入院となる。
